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Ⅰ 事業全体概要 

 

①本事業を取り組むにあたっての課題背景 

昨年度は、小中高生に対して保育体験や幼児教育の重要性に関する講演、出前授業などの取

組を通じて、幼児教育や幼稚園教諭という職の意義と魅力を広く発信してきた。具体的には、児

童生徒が仕事への関心や疑問をもつきっかけを得られるように、出前授業後にはアンケートを実

施し、その結果をもとにハンドブックを作成している。また、オープンキャンパスといった養成校の

取組を周知できる場を活用し、模擬授業や個別相談などを通じて幼児教育に対する理解を深め

ると同時に、養成校の授業や実際の大学生活について、養成校の学生が小中高生へ情報提供

する機会を設けた。こうした取組により、幼稚園教諭の仕事や養成校に対する興味・関心を高め

る成果が得られている。さらに、２月には交流イベントを実施して高校生や養成校生が卒業生（現

職教諭）と直接交流し、幼稚園教諭として働く姿を身近に感じながら目標とする保育者像を明確

に描けるよう支援する試みも行った。また、新たに構築したメタバースを活用して、幼稚園教諭の

仕事や魅力の発信に加え、多層的な交流や相談の場を設置している。これらの取組を評価・改

善しながら継続・発展的に推進していくことが、幼稚園教諭という「職」の魅力をさらに高めると

同時に人材確保の好循環を生み出すために重要であると考えられる。また、幼稚園関係諸団体

との連携強化においても、メタバースが有効なツールとして機能することが期待される。 

 

②本事業の目的 

本事業では、昨年度に実施した各種取組の成果を検証するとともに、それらを継続・発展させ

た事業展開の中で、より効果的な方略を明らかにすることを目的とする。具体的には、保育体験

や講演、オープンキャンパスや模擬授業、現職教諭との多層的な交流会など、複数のアプローチ

を総合的に評価・分析し、徳島県教育委員会や幼稚園関係諸団体、大学等と連携することで、さ

らに効果的なカリキュラムの開発や若手教諭を支援する仕組みづくりを進める。また、メタバース

を中心とした「職」の魅力向上と発信のプログラムをどのように幼稚園や関係機関の連携へとつ

なげ、より持続的かつ多方面への人材確保の好循環を生み出すかを解明する点も本事業の大き

な柱である。適切な職業紹介事業の普及啓発や周辺幼稚園等のＰＲ機会の設定など、自治体が

実施する施策とも連携しながら、養成校生や現職教諭が互いに学び合い、「職」の魅力を社会に

向けて発信する環境を整備することをめざす。あわせて、潜在幼稚園教諭の掘り起こしや男性教

諭を含む職域拡大の取組なども促進することで、より幅広い人材の参入を実現し、幼児教育に

おける人材確保の好循環を生み出すことが期待される。  
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Ⅱ 事業の内容 

 

１ 職の魅力発信 

塩路晶子・佐々木晃 

 

（１）ハンドブック『ようちえんで待ってるよ！』を活用した小学６年生、中学３年生への

出前授業と保育体験の実施と評価（取組Ａ） 

昨年度作成した『ようちえんで待ってるよ！』のハンドブック（図１－１）を活用して保育者・大学

生・高校生・中学生に対してそれぞれ授業を行ったところ、図１－２～図１－６のような評価結果と

なった。回答者数は３１８名（小学生１８名、中学生４８名、高校生４２名、大学生２２名、保育者１８

８名）である。 

 

 

図 1-1 ハンドブック『ようちえんで待ってるよ！』表紙 

 

幼稚園教育の目的の理解については、７０％以上の高校生から保育者が「とてもあてはまる」

と回答している。幼稚園の仕事内容の具体的な理解については、７０％以上の中学生から保育

者が「とてもあてはまる」と回答した。小学生で「とてもあてはまる」と回答したのは９０％以上であ

った。 

「環境を通して行う教育」ついての理解は、中学生の「とてもあてはまる」回答が５８．３％、小学

生が４４．４％であったが、これは幼稚園教育の専門性に関わる部分であるため、理解が難しい

側面があったと思われる。 

さらに「遊びを通して行う総合的な指導についてのイメージ」は、６５％以上の小学生から保育
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者までが「とてもあてはまる」と回答しており、ハンドブックの中の子どもと共に遊ぶ保育者の指導

を描いた漫画も理解の一助になっていると考えられる。 

幼稚園教諭の専門性や仕事の重要性の理解は、５７．１％の高校生が「とてもあてはまる」と回

答する結果となった。高校生は小学生・中学生よりも自らの進路を具体的に考える時期であり、

幼稚園教員という仕事の重要性を自らの将来に関連させて、真摯に受け止めた結果なのではな

いだろうか。一方で小学生と中学生は、学校の家庭科やキャリア教育の中で、幼児教育や幼稚園

教員について学んだり出会ったりする機会もあるが、ハンドブックを手にして改めて「仕事」として

とらえるきっかけになったと考えられる。 

以上のように、『ようちえんで待ってるよ！』のハンドブックは、現職保育者だけでなく、これから

の幼児教育を担う若い人たちに向けても、その魅力を具体的に伝えることに大きく貢献できたと

評価する。 

 

図 1-2 幼稚園教育の目的が分った 

 

図 1-3 幼稚園の仕事内容が分った 
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図 1-4 「環境を通して行う教育」について理解できた 

 

図 1-5 環境遊びを通して行う総合的な指導についてイメージできた 

 

 

図 1-6 幼稚園教諭の専門性や仕事の重要性が理解できた 
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 （２）７月のオープンキャンパスなどを活用した小中高生向け模擬授業や個別相談。

養成校生、現職教諭等との多層型交流の機会の設定（取組Ｂ、Ｃ） 

 

1. フレッシュ研修（５月２７日） 

• 対象：新人保育者 

• 教育委員会による新人研修において、ハンドブック『ようちえんで待ってるよ！』を活用し

て研修を行った。 

• 新人研修に大学生（５名）が参加し交流した。新人教諭への個別相談実施（２名）。 

2. 「１日鳴教大生」（７月２２日～２７日） 

• 対象：高校生対象（参加者８名） 

• 保育内容などの授業に参加し、幼児教育の目的や保育内容について大学生と一緒に学

修した。 

3. オープンキャンパス模擬保育「遊びのワークショップ」 （７月２７日） 

• 対象：高校生（参加者９６名、保護者１２名）  

• 遊びを体験し、ハンドブック『ようちえんで待ってるよ！』を用いて遊びの意義や面白さ、

指導のコツやポイントを学んだ。 

• イベントの後、高校生とその保護者と個別相談実施（８名） 

4. 出前授業 

• 対象：徳島北高校１、２生（４２名）（１１月２２日） 

• 吉野川市飯尾敷地小学校６年生（１８名）（１２月１０日） 

• 鳴門教育大学附属中学校２、３年生（１０８名）（１２月１日～１７日） 

• ハンドブック『ようちえんで待ってるよ！』を用いて遊びの意義や面白さ、指導のコツや

ポイントを学んだ。 

5. 他大学への出前授業「保育者ほど素敵な仕事はない」 

• 対象：甲南女子大学２年生（８８名）（５月２８日） 

• 名古屋学芸大学３、４年生（１００名）（１１月８日） 

• 講演を通して幼稚園教育の目的や仕事、遊びの意義や面白さ、指導のコツやポイントを

学んだ。 
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（３）幼児教育の「職」の魅力とは何か？ 

①出前授業や講演会、学会での評価を得た遊び 

本事業は「大学等を通じたキャリア形成支援による幼児教育の「職」の魅力向上・発信事業」で

あるが、「幼児教育の『職』の魅力」があることを自明として、向上・発信の方略に傾倒している感

じが否めない。そこで、本稿では、改めて「幼児教育の『職』の魅力」とは何かを問いたいと考えた。

無論、幼稚園教諭個々において「幼児教育の『職』の魅力」とするところ異なるであろうが、ここで

は外側の人間が共感し期待する「幼児教育の『職』の魅力」という視点から検討を試みたい。 

昨年度より、本学は小学５年生から中・高校生、養成校の大学生までの児童・生徒・学生を対

象に出前授業を実施してきた。さらに、新規採用の幼稚園教諭・保育教諭から園長・所長・施設

長などの管理職研修までの各キャリアステージ別研修やＰＴＡ保護者研修を含めると、出前授業

や講演会（以下、「出前授業」に含める）は２年間で５０件以上を数えている。出前授業では講師

と初対面のケースが多いので、授業の導入部分ではアイスブレイクを行ってきた。手遊びやクイズ、

シンギングゲーム、グループエンカウンターのゲームなど、幼稚園での活動の一部を紹介して、幼

稚園教育や幼稚園教諭の仕事の魅力を実地で伝えようという意図である。様々な導入のアイス

ブレイクの中で、児童・生徒・学生を初め現職教諭や保護者達に最も評価を得ているのが、次に

紹介する「猛獣狩りに行こうよ」（作詞・作曲 不明）のシンギングゲーム、つまり遊びである。そこ

で、この遊びを分析することで、児童・生徒・学生の関心を得る「幼稚園教諭の『職』の魅力」や、

幼児教育の専門性の発信内容や方法について現職教諭たちが期待している事柄を明らかにし

たい。 

以下のプレゼン資料は２０２４年１２月１５日（日）に開催された日本乳幼児教育・保育者養成学

会 第５回大会の同学会長の無藤隆氏との対談（司会：砂上史子）の資料を転載した。内容は出

前授業で使用しているスライドの一部である。さらに、学会員からの評価と共感を得た内容であ

り、無藤会長から幼児教育・保育者養成校の「幼児教育・保育職の希望者や従事者確保のため

に重要な『職』の魅力発信方略」とされたものである。 
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【遊びの説明】 

身体ごと言葉や数で遊ぶ：猛獣狩りに行こうよ♪ 

 身体を使ったシンギングゲームの中にも、数を意識

しながら遊ぶものはたくさんあります。ここで紹介する

のは、「猛獣狩りに行こう♪」です。動物の名前を構成

する音節の数を素早く理解し、同時にその数に応じた

仲間作りをするという、アクティブな遊びです。 

 リーダー（複数可）は、ほかの幼児たちに向かい合う

格好で、膝を太鼓に見立てて元気よく叩きながら、歌

います。ほかの幼児は、リーダーをまねていきます。最

初は、保育者がリーダーになって遊ぶと、子どもたち

にわかりやすいです。このとき、「ゴリラ」と音節をはっ

きり区切って発音したり、例えば、「コモロオオトカゲ」

（８文字）のようにすごく長い名前を言ったりする例示

も、子どもたちの興味をそそります。 

 

リーダー：「ドンドコドーン ドンドコドーン ドンドコド

ーン ドンドコドーン ドン オーッ」 

（オーッと右手を突き上げて威勢よく）   

幼児たち：「ドンドコドーン ドンドコドーン ドンドコド

ーン ドンドコドーン ドン オーッ」  

リーダー：「猛獣狩りに行こうよ」 

（手を口にあてて叫びかけるように）   

幼児たち：「猛獣狩りに行こうよ」 

リーダー：「猛獣なんて、怖くない」 

（顔の前で片手を振って怖くない表現をする） 

幼児たち：「猛獣なんて、怖くない」 

リーダー：「だーって、鉄砲もってるもん」 

（指を構えて鉄砲のポーズをとる）  

幼児たち：「だーって、鉄砲もってるもん」 

リーダー：「槍だって、もってるもん」 

（右手で槍を掲げるポーズをとる） 

幼児たち：「槍だって、もってるもん」 

リーダー：「あっ あっ ああああああ」 

（指を指して、その場で回りながら、動物の名

前を考える。幼児たちも同時にまねた動きをし

て回りながら、リーダーの言葉を待つ。） 

リーダー：「アフリカゾウ」（「ゴリラ」） 

 

  幼児たちの中にリーダーも入って、６人（「ゴリラ」な

ら３人）のグループを作る。一番早く、正確に、その動

物の名前の音節の数のグループができると、その人

たちが次のリーダーになれる。繰り返し。子どもたち

は、自分たちが早くグループをつくれるように考えま

すから、次第に「ゴリラ」の次は「アフリカゾウ」にする

と、２グループが合わさるだけでよい、など、数の合成

や分解、倍数や約数を意識し始めるのも面白い知的

試行錯誤ですね。 
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②幼児教育の特性や特徴の理解を促し、専門性を発信するために 

幼児教育の魅力でもあり、理解の困難さ

にもなっているものが、「環境を通して行う

教育」と「遊びを通して行う総合的指導」の2

つの特徴だといわれている。これら教科書を

用いない教育方法は幼児期の発達特性や

課題を鑑みると必然的で、その後の児童期

や青年期の教育方法や内容との相違は当

然のことと理解できるが、一般にそれを分か

りやすく、かつ納得のいくように説明するこ

とは容易ではない。模擬保育やデモンストレーションで幼児教育の専門家としての知識や保育技

術といわれる指導のスキルを見せて説明することが、児童・生徒・学生たちの幼児教育への理解

や憧れを促すことはいうまでもないが、ここに「環境を通して行う教育」と「遊びを通して行う総合

的指導」の実際を目の当たりにしてもらうことが幼児教育の「職」の魅力を発信するときの基本と

なるであろう。 

本学の出前授業においては、幼稚園教諭

や保育教諭、小学校教諭、保育士などの保

育職を希望する者だけでなく、様々な仕事

への夢や希望をもつ児童・生徒・学生たちの

割合は多い状況にあった。また、ＰＴＡや保

護者会においても同様であった。彼らには

歌や手遊びでは、幼児に楽しさを与える親し

みのある、好ましい存在としての役割は伝わ

るものの、楽しさや面白さの背景にある幼児

期の発達に関する知識と保育技術に裏打ちされた根拠のある指導、つまり専門性に対する尊敬

や憧れは形成されにくかった。その中で、「猛獣狩りに行こうよ」は楽しさの背景にある人間の言

葉の発達を軸として、保育内容の「健康」「人間関係」「環境」「言葉」「表現」のねらいや内容に関

わる体験内容、小学校の国語科にも接続していく学校教育としての連続性が理解しやすいテキ
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ストとなっていた。また、単に文字を教えると

いう先取り教育ではなく言語感覚や数量感

覚（数の合成や分解など）、楽しさにおいて

引き出される幼児の能動性や好奇心、探究

心、友達とのコミュニケーション能力などの

重要性を実感するイントロの活動となった。 

したがって、専門性を踏まえた「職」の魅

力を発信するために必要なプレゼンテーショ

ンの方略としては次の事柄が確認できた。 

 

① 幼児教育の「保育のち・か・ら」の実感を促すために 

 躍動感のあるパフォーマンスで、参加者の幼児教育を志す連帯感と高揚感を高める。 

② 「保育の技」へのリスペクトを得るために 

 参加型のパフォーマンスで触れる、具体的な保育技術から、その根拠となっている幼

児の心理や幼児期の発達理解、教育方法の理論といった保育の本質へ向かわせる。 

③ 保育の「知性」への憧れと関心を高めるために 

 養成校への進学に期待や誇りをもち、修学と実習に励む。 
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③養成系学生への出前事業の評価 

本学の他、昨年度は X 大学、今年度は Y 大学、Z 大学などで約３００人を対象に出前授業を

行った。前述のスライド加えてに次のような内容で語りかけている。 
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【学生の授業評価】（Y 大学ゼミ担当教員からの通信とレポート転載） 

 

・・・・・・最後になりましたが、私のゼミ生が書いた振り返りのレポートを本メールに添付いたします。

レポート１は、悩みながらも一般企業に就職することを決めた学生のもの。レポート２は給与が高い

園よりも、保育者の人柄が温かい雰囲気のこども園を選択して、就職が内定している学生のもの

です。この時期に、保育の意義深さ、面白さを再確認できたことは、４月から社会人になる学生た

ちに、保育者になることへの期待と希望を膨らませることができたのではと感じています。 

 

 

＜レポート１＞ 

 

今回の講義を聞いて、やっぱり保育って楽しそうだな、すてきだなと改めて思った１時間半となり

ました。冒頭の自己紹介では、「三度の飯より保育が好き」とおっしゃっていたように、心から保育

の現場を子どもたちや周りの先生とともに楽しんでいて、だいすきな方なんだなと伝わりました。 

先生のお話の中で、一番印象に残った言葉は「幼稚園は教科書がない教育」です。小学校みた

いに、分野ごとに分かれているわけでもなく、評価方法もまた異なっている、日々の遊びの中で総

合的に育てていくんだとおっしゃっておられました。だから、保育をする際には日案、週案、月案、

そして、製作を行うときやゲーム１つするとなった時には、事前計画と準備が必要なんだなと思いま

した。評価については、方向性教育ということで、子どもたち一人一人の発達段階はそれぞれであ

るので、楽しんでいたらオッケイといったざっくりとした評価方法であると学びました。 

今まで書いてきた指導案の様式には、ねらいや内容を書く欄が設けられており、例えば、○○を

楽しむ。であれば、到達目標が楽しむことになるので、活動を楽しむということ自体に、きちんと意

味があるということを学びました。模擬保育をするときに毎回書く指導案も面倒くさいな、早く寝た

いなとかしぶしぶ書いていたけれど、こんな大切な意味があったなら必要だし、書かなきゃという考

え方ではなく、書きたいと思うように考え方を変えなければならないなと思いました。４年生後期の

授業で模擬保育がラスト１回残っているので、意欲的に、そして子どもたちのために取り組んでい

きたいと思うようなモチベーションへとつながりました。 

また、先生が日々心掛けられている、ポジティブルールがすぐに真似してみようと勉強になりまし

た。子どもたちとコミュニケーションをとるときに、「～しましょう」や、「～したら～できます」などと語

尾を変えるだけで、どうしたら褒められるのかなと考えられるようになったり、ピンチに強くなったり

するというお話を聞いて、人と良好な関係を築いていくためには、すごく大切な心掛けであると思

いました。これらのことは、保育に限らず、社会に出ても役立つだろうし、普段の友人との会話の中

でも役立つと思うので、少しずつ意識してポジティブルールに変えていきたいと思いました。 

  幼稚園の子どもたちや先生方の様子が映っていたＤＶＤでは、５歳児クラスの製作の場面で、

机の上に大きなテープカッターが１つ置かれているだけで、ひとりひとりが所持していない光景に

気づきました。特にけんかをすることもなく、お互いに自然と譲り合う姿を見て、先生方が普段から

ポジティブルールで関わっている成果なのかなと思いました。 

 このように、保育のステキな一面にまた気づいてしまって、自分の本当にやりたいことって何だ

ろうと見つめなおす時間ともなりました。とりあえず今は、目の前のことに一生懸命取り組んでいき

たいです。 
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＜レポート２＞ 

 

今回の講演会を通して、保育者という職業がいかに魅力的であるかを再確認し、保育者として

どのように保育を行うと良いのかについて改めて学ぶことができた。講演会で特に印象に残ったこ

とは、「適当な環境の中で適切な指導をする」という言葉の意味と「幸せ空間を作る」ということで

ある。 

始めに「適当な環境の中で適切な指導をする」という言葉の意味についてである。教授も講演

会の中で話をされていたが、「適当」という言葉は、悪い意味にも捉えられがちであり、それゆえに

保育者という職業が「誰にでもできる」と思われてしまう要因にもなる。しかし、「適当な環境」とい

うのは、縄跳びの事例にあったように、子どもが「やってみたい」「やりたい」と思う動機付けをし、そ

う思ったらすぐに実践できる環境構成を行うこと、すなわち子どもが遊びに興味を持てる環境作り

や成功体験を積むなどのねらいに向けて遊びのやり方を工夫することである。このような環境構成

を行うためには、日頃から子どもの興味・関心のあることを把握できるように一人ひとりと関わるこ

と、事前に準備をしっかりと行うことなどが必要であると考える。また、「適切な指導」というのは、

その時の子どもにとって少し難しいことに挑戦できる遊びの環境の中で、保育者が全てやってしま

うのではなく、子どもにできることは全て子どもができるようにし、少し危ないことは挑戦できるよう

に見守りながら、怪我をしそうなどの危ない時にはすぐに助けられるように構えておくことである。

このように子どもを見守りながら保育者が出るべきタイミングを見計らうことは容易なことではなく、

専門的な技術が必要なことである。他にも専門的な技術が必要なことは多くあると考える。例えば、

一つの遊びにおいても５領域１０の姿における子どものどのような姿が育つのかというねらいをも

って環境構成を行ったり言葉掛けをしたりしながら子どもと関わったり、様々なことに対する好奇

心をもって取り組む力を育てられるように子どもの興味・関心のあることを基に保育を行ったりす

る。このように保育を行うことで、小学校以降においても興味・関心をもって学習に取り組むことが

できたり、乳幼児期に遊びの中で得た知識や学びが学習と結びついたりするのである。このように、

保育者という職業は誰にでもできるものではなく、専門的な知識・技能が必要であり、一人の人間

の土台の部分に関わる重要な職業であると改めて認識することができた。 

次に「幸せ空間を作る」ことについてである。前述したように、保育者は一人の人間の土台の部

分になる乳幼児期に関わる職業であるからこそ、自己肯定感や自尊心が育つように関わることが

非常に重要である。講演会で話があったように、自己肯定感や自尊心が低いと正しい自分の守り

方ができず、自分や相手を傷つけてしまうことがある。また、乳幼児期に自分の存在すなわち自分

の価値を認められる経験をすることは、自分の価値を自分で認められることにつながると考える。

そのため、子どもに好きを伝えたり、少しの変化に気付いて声を掛けたりすることで、自分を見てく

れている人がいる、好いてくれる人がいるということを子どもが感じられるように日々関わることが

大切であると考える。さらに、子どもが何かに挑戦した時には挑戦したこと自体を認めたり、何かで

きるようになったり発見したりした時には思い切り褒める言葉を掛けたりすることで、子どもが自信

を身につけられるようにすることが大切であると改めて学んだ。自信を身につけることで、自分の

能力や出せる結果を自分自身で信じることができ、さらに難しいことに挑戦することができるよう

になる。このように自分を信じる力を育むことは、人生の中で非常に大切な力であると考える。そ

のため、保育者は子どもの自己肯定感や自尊心、自信を育めるように「幸せ空間」を作ることが大

切なのだと学んだ。 

以上のように、保育者の専門性について学んだことや改めて考えることが多くあり、保育者とい

う職業に責任を感じるとともに、乳幼児期に関わることのできる楽しさ、素晴らしさを感じることが

できた。今後、保育者として働く上で、今回学んだことや感じたことを忘れず、保育者という職業に

対して誇りをもち、「保育は楽しい」と感じられるように働いていきたいと強く思うことのできる講演

会だった。 
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養成校において幼児教育の専門的内容を学んだ学生の的確な感想と評価内容が伝わってく

るレポートであるが、重要な点は他にもある。それはレポート１の「悩みながらも一般企業に就職

することを決めた学生」の様なケースである。我々が潜在的幼稚園教諭・保育者として期待する

のは免許や資格をもった人材というよりも、むしろ幼児教育・保育に関心をもった人材のことを指

す。実際、本学附属幼稚園でも元保護者であった薬剤師や音楽教室講師等、幼稚園免許を持っ

ていない人材が、県教育委員会へ臨時免許状の申請をして資格を取り、幼稚園に勤務している。

養成校の学生たちはもちろん、幼稚園や認定こども園など、幼児教育に関わる学生や保護者、関

係者など、広く幼児教育の「職」の魅力を発信し、広げていくことが長い目で見た人材の確保につ

ながることが容易に推察できる。 

 

  



 

─16─ 

 

 

④保育の魅力を高める保育者養成の取組と展望  

          日本乳幼児教育・保育者養成学会会長 無藤 隆(白梅学園大学）1 

 

① 子どもの遊びの楽しさを映像で発信する 

• 子どもが保育場面で楽しく充実して生き生きと活動している具体的な様子を伝える。 

• それは何より映像が有効だ。 

• しかもその遊びは子どもたち自身が作り出すものであり、大人が楽しませるとか、遊具が

面白くさせているという以上に子どもの工夫によるのである。 

• それは多くの保育者が保育に関わる理由でもある。 

• さらに保育の質をよくしていく最大のポイントでもある。 

 

② 幼児教育の知的な面白さ 

• 幼児教育・保育が単なる子どもを預かるだけのことでもなく、子どもを楽しませることでも

ない。そこに子どもが園の環境で関わっていくあり方の中で楽しさが充実し学びにつなが

るのである。 

• そこに関わり援助する保育者の手立ても多様にあり、複雑でかつ繊細である。 

• その子どもの様子のポイントや援助の複雑さを言葉にすることができるし、そこから生まれ

る学びとそこに向かう過程の遊びの発展のあり方を論じることができる。それは保育者と

して挑戦的な高度な営みなのである。 

 

③ 保育者は各種の「わざ」があり、その熟達があって、保育は成り立つ 

• 保育は常に具体的な場面の中で、特定の子どもたちに対して、子どもの活動の展開に応

じて繰り出していくものである。 

• そこではどう子どもに関わり、どう環境設定をして、どう子どもの活動の発展を助け、どう

その行き詰まりを超えていくヒントを出すかについての具体的な構想と共に、教材や援助

する関わりや言葉のある程度他の人も活用可能な手立てがほとんど無数にある。 

• 保育者が熟達していくとはそのわざを場面・活動に即して工夫し、先達者に倣い身につけ

ていくことであり、その始まりは養成校における授業にこそある。 

 

④ 保育者としての喜び・悩み 

• 保育者として初任でも長年でもそこに喜びがあり、悩みがあるものだ。まずそこを表に出

していき、できれば、それが喜びとやりがいにつながることを示していきたい。 

• あまりに給与や働き方で(今や一部になってきつつある)過酷な労働条件のところの実情

にマスメディアの関心が強いのではないか。民間園にしても公務員ベースに近づきつつあ

る昨今として、その改善状況を発信するとともに、保育の仕事の楽しさ・面白さを伝えてい

くべきだ。 

• 同時に専門職である以上、そこにさらなる仕事を続け、その質を高めていく上での大変さ

はつきものである。それをどう乗りこえようと努力しているのか、その努力自体に価値があ

り、意味があることを含めて、発信していってほしい。 

 

 
1 無藤隆先生に許諾を得て転載。 
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２ キャリア形成支援 

木村直子・田村隆宏・垂髪あかり 

 

（１）９月の交流イベントなどによる交流会と現職・若手教諭への幼児教育の専門的知

見に基づく相談の対応（取組Ｄ、Ｊ） 

 

①9 月の交流イベント 

２０２４年９月２２日（日）に鳴門教育大学・講堂で開催された職の魅力イベント「保育者ほど素

敵な仕事はないⅡ」では、地域の幼児教育を担う人材を輩出する大学等が拠点となり、効果的な

キャリア支援の在り方や幼児教育の魅力発信の方法について検証するモデル事業を実施するこ

と、モデルの全国的な普及、展開のため、人材確保、定着に係る課題解決施策を提案する、とい

う趣旨のもと、本学佐々木晃教授による基調講演「保育者ほど素敵な仕事はない」（写真２－１）、

及び、「創ろう！ 未来の保育『私の挑戦』」、「保育者としての生き方のヒント『私の場合』」とのテ

ーマで１０人の現職保育者によるエピソードの紹介（写真２－２）がプレゼンされた。エピソード紹

介では、保育実践における様々な課題に対する挑戦や、保育者として苦労したこと、それをどのよ

うに乗り越えてきたか、また男性保育者のキャリアステージ毎の頑張り、等について語られた。 

 

 

写真 2-1 

 

写真 2-2 

 

本イベントの成果を確認するために、イベント参加者に対してアンケート調査を行った。回答者

数は３７名（幼稚園教諭１３名、認定こども園保育教諭６名、大学院生７名、保育所保育士４名、

行政関係者３名、その他２名）であった。まず、「本イベントは、いかがでしたか。」との質問に対し

て、“とてもよかった”が８９％、“まあよかった”が１１％の回答があり（図２－１参照）、イベントに対
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して参加者に好評であったことが示唆される。「本日のようなイベントを実施することは、保育の

職の魅力を向上させたり、発信したりする上で有効だと思われますか。」との質問に対しては、“と

ても有効だと思う”が８４％、“まあ有効だと思う”が１６％の回答があり（図２－２参照）、参加者の

多くが本イベントの保育職の魅力を伝えることの有効性を強く認識していたことが示された。保

育の職の魅力を向上させたり、発信したりするためには、本イベントのような機会を重ねていくこ

との重要性が示唆されたといえる。また「本日のようなイベントが、また開催されるなら、参加した

いと思いますか。」との質問に対しては、“ぜひ参加したい”が６２％、“参加したい”が３８％の回答

があり（図２－３参照）、参加者全員が、同じようなイベントが開催されたら参加を希望するとの認

識を示した。今後の取り組みとしては、保育職の魅力の様々な側面に焦点を当てて、その内容を

吟味し、さらに、わかりやすく魅力が伝わるイベントの在り方を検討する必要がある。 

アンケートでは本イベントに参加しての意見や感想について自由記述で回答を求めた。その結

果、「保育の魅力ややりがいを「確かに！」と思いながら聞き込んでしまいました。」「保育って楽し

い！をこれからも、ワクワクを探して、挑戦していきたい」といった保育の魅力ややりがいを改め

て意識したというものや、「自分の保育を見つめ直すきっかけにもなりました。」、「保育をする中

で大切にしていく視点を学ぶことができました。」、「私自身にできることがないか、普段の業務や

今後のことを考え直すきっかけとなりました。」といった自らの保育に対する認識の変化を示すも

の、「自園の若い先生への関わりを見直すヒントを得ることができた。」といった職場の人間関係

に対する再認識に関わるもの、「改めて、保育者としての誇りと気概が増しました。」といった保育

者としての職業意識の高まり、「刺激と勇気をいただけます。」「いろいろな経験談に勇気付けら

れました。」、「自分ももっと頑張らなければと背中を押されました。」といった保育の仕事に対する

勇気づけ、「幅広いところに周知できたらいいと思います」「自ら職の魅力を発信していきたい」と

いった、自らが保育の職の魅力を伝えようという意識の高まり、に関するものが挙げられ、様々な

側面の認識が本イベントに参加とすることによってポジティブに変化していることが確認された。 

総じて、本イベントは保育の職の魅力を伝えることはもとより、現職保育者の日頃の保育の在

り方に対する再認識、職業意識の高まり、保育の仕事への勇気づけなど、保育職に関わる様々な

側面にポジティブな効果が確認され、取り組みとして極めて効果的なものであったことが確認さ

れた。 
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図 2-1 「本イベントは、いかがでしたか。」 

 

図２-2 「本日のようなイベントを実施することは、保育の職の魅力を向上させたり、発信し

たりする上で有効だと思われますか。」 

 

図 2-３ 「本日のようなイベントが、また開催されるなら、参加したいと思いますか。」 

 

88.9%

11.1%

とてもよかった まぁよかった

83.3%

16.7%

とても有効だと思う まぁ有効だと思う

63.9%

36.1%

ぜひ参加したい 参加したい
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②9 月の交流会における現職・若手教諭の思い 

２０２４年９月２２日（日）のイベントでは、ランチタイムに交流会を実施した。ランチ交流会では、

予めにディスカッション・テーマを設定し、図２－４の資料を配布した（図２－４）。 

イベントには、当日、全国より様々なキャリアや立場

の保育者が集まるため、初対面であっても、有意義な

交流ができるように、各グループにファシリテーターを

配置した。ファシリテーター役割には、本学の遠隔大

学院に所属する大学院生（現職の保育者で管理職経

験者）を配役した。ファシリテーターの方々には、事前

打ち合わせを行い、参加者の誰もが居心地よく過ごせ

ること、どの人も１度はお話をできるように配慮するこ

と、ディスカッション・テーマの中からいくつかのテーマ

で話し合うこと、個人情報に留意することなどを配慮

事項として伝えた。ファシリテーターは各グループ１～

２名配置した。 

当日の参加者は、７１名であり、７つのグループに１０

～１１名が着席された（写真２－３）。参加者の属性は、国公私立幼稚園の保育者、公私立保育所

の保育者、公私立認定こども園の保育者、教育委員会課長や指導主事、幼児センター長、養成

校の教員、大学院生、大学１年生、大学生の保護者などであった。同じ保育施設から複数（２～４

名）で参加されている傾向もあり、園長・主幹・ミドル・フレッシュと、様々なキャリアの保育者が参

集した。また、男性保育者（幼稚園教諭等）の参加も散見された。 

どのグループもディスカッション・テーマを柱としながら、温かい和やか雰囲気の中、熱心に議

論が交わされていた。７つのグループでは共通した話題内容として、保育者の離職や職業継続の

問題、同僚や若手保育者の指導の難しさやその工夫の問題、働き方改革や感染症の影響など社

会状況の影響による問題、そして保育者の魅力の再発見に関する問題が多くのグループにおい

て話し合われた。離職や職業継続と合わせて、人材確保は現場でも喫緊の課題であり、職場内

の働き方改革や、ライフイベントに合わせた休暇取得の保障の工夫、一人で担任を持つことへの

負担感をいかに軽減するか、中高生にどのように発信していくかが課題として挙がっていた。また

保育士になると行政より優遇措置（学費免除、一時金など）があるが、幼稚園教諭にはそのような

制度がないこともハンディになっているとの意見もあった。今回の交流イベントの中で、様々なキ

図 2-4 ランチ交流会配布資料 
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ャリアの保育者が自分の言葉で語り合うことによって、幼稚園教諭の職の魅力を再発見すること

につながったため、こういった交流するイベントを継続的に実施してもらいたいとの意見もあった。

さらに、交流会の中では男性の参加も散見され、男性幼稚園教諭については、「男性ということ

で年度初めは、保護者の理解が得られにくいこともあるが、保育していく中で、信頼を得ていく」

といった意見や、人材確保として園内に男性保育者の会を発足し、支え合っているという意見も

あった。 

 

 

写真 2-3 ランチ交流会の様子 
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（２）協議会の継続と徳島県内の幼稚園、こども園の課題分析と徳島県教育委員会や

国公立幼稚園・こども園教育研究会、徳島県私立幼稚園認定こども園協会、附属幼稚

園、他大学等と連携した効果的なカリキュラムの開発（取組Ｇ） 

本協議会は、附属幼稚園をはじめ徳島県教育委員会、徳島県国公立幼稚園・こども園教育研

究会、徳島県私立幼稚園・認定こども園協会、四国大学、徳島文理大学のからの代表が委員と

なって校正している。様々な関連イベントに参加してもらいながら本事業内容の企画や評価を行

い、徳島県下の幼児教育の課題解決のための協議を進めてきた。本事業の成果が徳島県内の

幼児教育の課題解決と進展に寄与することのできるシステムである。幼稚園等教諭教員育成指

標モデルの作成から、キャリアステージごとの研修支援まで一貫した協力体制で臨んでいる。 

表２-１ 幼稚園等教諭 教員育成指標モデル 

 

出典：幼稚園等教諭・管理職等 教員育成指標モデル（令和 5 年 3 月改訂） 

https://youjikyouiku.tokushima-ec.ed.jp/page_20211215122701 
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協議会の協議内容（議事要録より抜粋） 

日 時 令和７年１月２７日（月）９時００分～１０時１５分 （Zoom によるオンライン会議） 

【主な意見等は次のとおり】  ＊委員から ○本学から  

 メタバースの研修コンテンツの利用により、キャリアアップの研修につなげていくこと

ができれば有り難い。研修が充実することは、教職員にとって非常に大切なことであ

る。この事業を通じて、国公立幼稚園等と私立幼稚園等が連携することは有意義な

ことである。  

 国公立幼稚園等については、市町村単位となっており、政策も違い、状況や要望も

多様ではあるが、全体への呼びかけや発信をすることはできると考える。  

 冊子『ようちえんで待ってるよ！』は、実習生や初めて勤務する者だけではなく、ベ

テラン教員にも再確認という意味で使用することができた。  

 非正規（助教諭）の人の離職率が高く人材確保が難しいこと、また、育休を何年も

取得して復職する際に、県の研修はあるが、それでも不安を抱える人が多く、そうい

った育休明けの人に向けた研修があると良い。  

 新任１年目は研修や園でも手厚いフォローがあるが、２年目になるとフォローは少し

薄いかもしれない。一気に即戦力として抱えるものが多くなり、苦しい思いをしてい

るという話も聞く。メタバースを利用することで、１年目にできた横のつながりを保つ

こと、メタバースの強みを生かして、顔を合わせなくても相談ができ、安心して本音

が言えること、そして、学びを続けることで仲間を増やすことができるのではないか。  

 メタバースの周知については、様々な機会に紹介することや、県の保育・幼児教育

センターのホームページにリンクを貼るなどの方策を今後検討できればと思う。  

○ ぜひ、保育・幼児教育センターのホームページにリンクを貼ってもらい、新任研修に

限らず、様々な研修に参加できなかった人がオンデマンドで研修ができる等々、連

携して広めていただけると大変有り難い。  

 今年度の冊子『ようちえんでがんばってるよ！』は、１年目の研修を終えた時点で、

今後このような失敗等があるかもしれないが、みんなが経験している、支えてくれる

仲間がいるということ等を伝えることができ、活用していきたい。  

 アンケートで、これから保育職を目指す人、現職の人が悩んでいる意見があれば、

具体的にどのようなものだったのか知りたい。  

○ アンケートは簡易なフォームになっており、悩みの聞き取りは行っていない。今回の

冊子作成時に、ベテラン現職者に若い頃の悩みについて聞き取りを行ったが、中・

高校生等のこれから保育者を目指す人については実施していない。今後、アンケー

ト実施の際には、これから保育者を目指す人が、どのような点で心が揺らいでいる
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のか等も聞き取ることができるように検討したい。  

○ メタバースでは、個別相談室を開設しているが利用はなく、ＡＩヤギ園長の使用も利

用者の約 1/4 で大学生や大学院生が多い。相談内容については、プライバシーの

観点からわからないようにしており、別途調査が必要である。 

 メタバースの存在はどこまで広報されているのか。また、メタバースを使用してみた

いと思っても、ハードルが高いと感じる人がいる。一度使用することでその良さがよ

くわかるので、実際に使用してみる機会をどこで作ることができるのか。機会を設け

ることで、ハードルを下げて利用者を増やすことができるのではないか。  

○ イベントや講演会等でメタバースの広報をしているが、大きな広がりにつながる広

報はできていないため、今後、考えていきたい。  

 メタバースについて、学生には授業で取り上げて一度体験してみることで、その後の

使用につなげていくことができるのではないか。また、メタバースが幼稚園教諭に限

らず保育職は利用できるのであれば、保育士にも活用を広げていくことができる。  

 「職」の魅力発信と人材確保の好循環というと、新たな人を開拓していくことが主に

なりがちだが、現在、職に就いている人が長く続けていくために、ちょっとしたアドバ

イスや方向性を知ることができる活動がたくさんあり、これがベースであることを改

めて感じた。  

 来年度も実施するのであれば、協力していきたい。  

 今回、様々なところと連携しながら研修素材の提供ができることがわかり、大変有意

義であった。ネットワークが少しずつ広がり、多様な人達に関わってもらえるような

場づくりができる手応えを感じたので、来年度も実施することになれば、このことも

視野に入れて考えていきたい。また、育休明けの人への支援等、いかに現場での困

りごとがあるかを聞くことができたことから、丁寧にフォローしていくための情報発信

ができるのではないかと思う。有益な意見をいただくことができた。  

○ 今回、多岐にわたる意見をいただき、お褒めの言葉もあったが、まだまだ足りていな

い部分や課題も見つけることができ、非常に有益であった。この事業について、まだ

十分に知られてはいないので、委員の皆さんのネットワークを通じて、できるだけ多

くの人に周知していただき、メタバースもできるだけ多くの人に使ってもらえれば非

常に有り難い。来年度も続けて欲しいという意見もいただき、実施することになれば

頑張っていきたい。   
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（３）職の魅力再発見と現職教諭応援ハンドブック『ようちえんでがんばってるよ！-幼

児を育てる仕事を続ける楽しさ-』冊子の作成と配布（取組Ｄ、Ｆ、Ｊ、Ｌ） 

２０２３年度に『ようちえんで待ってるよ！－幼児を育てる仕事の楽しさとやりがい－』を作成し、

徳島県内の全高等学校・中学校、徳島県国公立幼稚園・こども園教育研究会、私立幼稚園協会

等、さらには全国４７都道府県の国公立幼稚園・こども園教育研究会、全国私立幼稚園機構他に

発送し、受け取った方々から好評を得た。２０２４年度はその続編として『ようちえんでがんばって

るよ！－幼児を育てる仕事をつづける楽しさ－』を作成することにした。  

 

①冊子の作成過程 

 『ようちえんで待ってるよ！－幼児を育てる仕事の楽しさとやりがい－』の対象者は、これか

ら保育者を目指す人たちであった。そこで今回の冊子は、保育者を目指す人に加え、すでに保育

現場で奮闘する人たちも読者対象とし、保育者としての悩みや葛藤を抱えながら成長していく姿

を伝えることにした。 

作成は、次の手順で行った。 

1. 現職保育者に実施するアンケート調査項目の

検討 

2. 現職保育者へのアンケート調査実施 

3. アンケート調査の集計、分析、考察、冊子内で

取り上げるエピソードの精選／保育者の成長

過程についての資料検討 

4. 調査結果のエピソードを参考にオリジナルのス

トーリー（３．漫画部分の原作）を作成 

5. ４．をプロ漫画家に依頼（ストーリーの漫画化） 

6. 漫画の画風（登場人物の表情や動き等、挿絵

の細部等）や内容等を漫画家と検討 

7. 冊子案初稿提出、校正と修正 

8. 冊子の完成 

  

図 2-5 冊子の構成 

○はじめに 先輩からのエール 

これから保育者を目指す人へ 

今、がんばって働いている保育者へ 

1.「せんせい」は 1 日にして成らず 

2.失敗しても大丈夫！ 

 ①みんな色々悩んでる 

 ②こんなこともあったよ 

 ③こうやって乗り越えたよ 

３．そして「せんせい」になる（マンガ） 

○ヤギ園長からのメッセージ 

資料：いろいろな幼児教育施設 
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②冊子を作成して 

今回の冊子において、作者らがこだわった点は、「現場で子どもたちと向き合いながら、日々奮

闘する保育者の生の声を伝えること」「悩むこと、大変なことはたくさんあるが、幼児教育の現場

には嬉しいこと、楽しいこと、やりがいがあり、様々な気持ちや葛藤を経験しながら保育者自身が

成長していく過程を伝えること」であった。 

刷り上がった冊子を保育者、保育を目指す人たちのほか、子どもに関わる多くの人たちに配布

し、幼児教育の魅力を発信していく。 

 

 

図 2-6-1 ハンドブック表紙 

 

図 2-6-2 冊子の一部（漫画） 
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３ メタバースを中心とした「職」の魅力向上と発信のプログラムと関係諸

機関との連携 

湯地 宏樹・佐々木晃 

 

昨年度構築の２Ｄメタバースは、操作性において８割の高評価を得たものの、未成年利用者の

特性から、人権・いじめ対策、ネット依存予防のためのルール整備、セキュリティ強化、さらにジェ

ンダーに配慮したアバターの多様化が課題として浮上した。これを踏まえ、生成ＡＩの活用とゲー

ミフィケーション要素の導入により、多様なニーズに応える機能拡張を図ることとした。 

本年度、メタバースを中心とした「職」の魅力向上と発信における本事業の目的は、以下のとお

りである。 

（１） 適切な職業紹介事業などの普及啓発（取組Ｅ） 

（２） 周辺幼稚園等からのＰＲ機会の設定など、自治体が実施する人材確保施策と連携した

キャリア支援（取組Ｆ） 

（３） 養成校生プロデュース、幼児教育の「職」の魅力・発信（取組Ｉ） 

（４） 県内外の教育委員会や幼児教育センター、幼児教育関係団体と連携した体系的な現

職研修の機会の確保（取組Ｋ） 

（５） 自治体が実施する潜在幼稚園教諭等の掘り起こし等の取組と連携した円滑に現場復

帰できるための実践的な研修の実施（取組Ｌ） 

（６） 男性幼稚園教諭等（現職教諭、離職者）、幼稚園教諭等を目指している男性や他業種

からの人材確保の取組（取組Ｍ） 

 

メタバースでの取り組み内容は以下のとおりである。 

1. 保育の専門知識を問う保育クイズ。 

2. 生成ＡＩを活用した保育相談の試験運用。 

3. 養成校生による幼児教育職の魅力発信。 

4. 保育者向けセミナー・研修資料の情報提供。 

5. 地域幼稚園等と連携したＰＲ活動とキャリア支援。 

6. 潜在幼稚園教諭等の人材発掘。 
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なお、高校生以下の児童・生徒が利用することから、個人情報の取扱い、人権・いじめ対策、ネ

ット依存予防などのために、以下の点について配慮した。 

• メタバース利用に際し、所属・氏名・メールアドレスによる本人確認を必須とした。また、誹

謗中傷の禁止やプライバシーの尊重、利用時間遵守等の利用規約に同意を求め、安全で

快適な環境維持に努めた。 

• 利用時間を８：３０～２１：３０に制限し、長時間利用を防止した。 

• 高校生向けに専用アバター４種類を用意し、一般参加者と区別可能とした。 

• 一般参加者用として、ジェンダーに配慮した８種類のアバターを選択可能とした。 

• 個別相談およびＡＩ相談は、プライバシー保護のため独立した空間で実施し、相談内容の

秘匿性を確保した。 

 

図 3-1 「なるきょう メタバース 森のようちえん」©ARTORY 

 

ヤギ園長    コアラ教頭 

 

一般用アバター  

高校生用アバター 

図 3-２ アバター（高校生用・一般用） 
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①メタバースの利用頻度 

入園手続者は、中学生１３５名、高校生１６名、一般（保育者・学生・院生・その他等）１０５名、合

計２５６名であった（２０２５年１月２７日現在）。そのうち、アンケート調査の回答者数は、大学生・

院生４名、保育者４２名、その他６名で、合計５２名であった。 

「初めて利用した」が６１．５％と最も多く、過半数以上を占めている。「月に１～２回程度」の利

用者が３４．６％。「週に１～２回程度」と比較的頻度高く使う層は３．８％にとどまる。全体の約６割

が「初めて利用した」と答えていることから、多くの人にとってメタバースがまだ新しい体験である

ことがうかがえる。メタバースという概念自体が一般には十分浸透しきっていない段階で、興味・

関心を持ちつつも実際に利用してみる人が増えているが、まだ一部に留まるといえる。一方、月１

～２回程度の利用が約３割、週１～２回程度は３．９％と、ある程度習慣化・継続的に利用する層

は少ない。利用者が日常的に使う動機が確立しきっていない可能性が考えられる。 

今後は、定着や継続利用を促進するコンテンツ・体験作りが課題となり、イベントやコミュニティ

形成を通じて「また入りたい」「頻繁に使いたい」と思わせる仕組みづくりが求められるだろう。 

 

 

図 3-3 メタバース利用頻度 

 

②メタバースの利用頻度 

「１０分未満」の利用が６６．０％と、過半数を大きく上回り最も多い。「１０～３０分程度」が

22.0％、続いて少し長めに利用して、「３０～６０分程度」が４．０％と少数、「１時間以上」利用す

る層は８．０％と一定数存在するものの、全体としては少ない。 

約３人に２人が「１０分未満」でメタバースから離脱しており、非常に短時間で利用を終えてい

61.5%

34.6%

3.9%

初めて利用した 月に1～2回程度 週に1～2回程度
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ることがわかる。初めて利用する人や、試しにアクセスしてみて操作感や雰囲気を確認する程度

で離脱するケースが多い可能性がある。 

多くのユーザーを定着させるためには、初回利用時の導入のしやすさや魅力的なコンテンツの

設計が重要であり、短時間でも十分楽しめる体験づくりや、長時間利用したくなるイベント・コミ

ュニティの拡充が今後の課題となる。 

 

図 3-4 メタバース利用時間 

 

③メタバース・コンテンツの利用頻度 

メタバース内のコンテンツの利用頻度について、「大変よく利用した」と「よく利用した」を合計し

た割合を見てみると、こどものつぶやき（４０．３％）が最も利用率が高い。続いて、幼稚園ＰＲコー

ナー「ようちえんで まってるよ」（３８．５％）、保育クイズ（３６．５％）が３割超える利用率を示して

いる。ＡＩヤギ園長も１９．２％に留まっている。学生コーナー「キタイのミライ」が最も低く５．８％の

利用率となっている。コミュニケーションの場となる掲示板やＱ＆Ａコーナーはやや伸び悩む結果

となった。 

今後の利用促進策としては、インタラクティブな仕組みづくり、情報・コンテンツの継続的な更

新、ＡＩ要素や動画コンテンツの拡充を行い、高利用率のコンテンツをさらに充実させつつ、コミュ

ニケーション系のコーナーの参加促進策を講じることで、より活発で有用なプラットフォームに成

長できると考えられる。 

 

66.0%

22.0%

4.0% 8.0%

10分未満 10～30分程度 30～60分程度 1時間以上
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図 3-5 メタバース・コンテンツの利用頻度 

④メタバースの感想 

メタバースの感想について、「あてはまる」と「ややあてはまる」を合計した割合を見てみると、絵

や見た目がきれい（８０．８％）が最も高い評価を得ており、ビジュアル面の魅力が利用者に強く

訴求していることがわかる。続いて、短時間でも見られる（７３．１％）、何度も繰り返して見られる

（７３．１％）が多く、手軽にアクセス・リピート可能な点に価値を感じる利用者が多い。気楽に見ら

れる（７１．２％）、アバターを選べるのが楽しい（６９．２％）など、気軽に使え、アバターなどのカス

タマイズ要素はユーザーの興味を引きやすく、高い利用意欲につながっている可能性がある。機

能やコンテンツが充実している（６５．４％）、分かりやすい（６１．５％）、理解しやすい（６１．５％）、

親しみやすい（５９．６％）、安心して利用できる（５７．７％）などが５割を超えている。操作しやす

い（５５．８％）は過半数以上が操作性を肯定的に評価しており、さらに向上させる余地はありつ

つも、多くのユーザーにとって利用は困難ではないといえる。空間を共有しているような臨場感が

ある（５０．０％）と、メタバースに求められる没入感・臨場感は一定程度評価されているが、より一

層の強化を望む声がある可能性がある。リアルタイムでコミュニケーションしやすい（３０．８％）は

最も低い評価項目であり、同期型コミュニケーションツールとしての機能や魅力には課題が残る。 

今後は、コミュニケーション機能・操作性・臨場感をより強化することで、「見て楽しむ」だけで

なく「人とつながって楽しむ」場としてのメタバースの魅力を高める施策が求められるだろう。 

1.9%

1.9%

9.6%

3.8%

1.9%

5.8%

3.8%

5.8%

11.5%

15.4%

17.3%

9.6%

25.0%

34.6%

32.7%

36.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

学生コーナー「キタイのミライ」

Q＆Aコーナー

掲示板

AIヤギ園長

研修ビデオ

研修資料

保育クイズ

幼稚園PRコーナー「ようちえんで まって…

こどものつぶやき

大変よく利用した よく利用した どちらともいえない

あまり利用していない 全く利用していない



 

─32─ 

 

 

 

図 3-6 メタバースについての感想 

④ メタバースの評価 

「メタバース利用前後でどの程度変化があったか、またはどの程度役立ったと感じるかを５段

階で回答してください」と尋ねた。「非常にそう思う」と「そう思う」を合計した割合を見てみると、

「幼児教育・保育に関する知識が深まった」「自身のキャリアアップやスキルアップのための情報

収集に役立った」がともに６３．５％で最も評価が高い。メタバース空間や提供される資料を通じ

て学習や情報収集ができることが、多くのユーザーにとって有益と感じられた。「メタバース内の

研修ビデオや資料を現職研修として受講してみたい」も５９．６％と過半数以上で、オンラインで

手軽に研修・学習できる点が注目されていると推察される。「保育者の魅力的な仕事のイメージ

が得られた」は５５．８％で、メタバース上のコンテンツから、保育のやりがいや魅力を感じ取るユ

ーザーが一定数いる。「ＡＩで保育に関する相談や日誌等の添削が役に立った」は１９．２％と最も

低い評価で、まだ試験的要素が強い、あるいは十分な精度・情報量を実感できていないなど、課

題が残ると考えられる。メタバースを活用した研修や情報収集は、保育に関する知識の向上やキ

9.6%

19.2%

23.1%

30.8%

40.4%

36.5%

26.9%

21.2%

30.8%

44.2%

36.5%

44.2%

44.2%

21.2%

30.8%

32.7%

26.9%

19.2%

25.0%

34.6%

44.2%

38.5%

26.9%

36.5%

28.8%

36.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

リアルタイムでコミュニケーションしやすい

空間を共有しているような臨場感がある

操作しやすい

安心して利用できる

親しみやすい

理解しやすい

分かりやすい

機能やコンテンツが充実している

アバターを選べるのが楽しい

気楽に見られる

何度も繰り返して見られる

短時間でも見られる

絵や見た目がきれい

あてはまる ややあてはまる どちらともいえない

あまりあてはまらない あてはまらない
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ャリアアップ支援として好意的に受け止められており、今後も利用拡大の可能性が高い。一方で、

ＡＩを活用した相談や添削機能はまだ発展途上であり、精度やユーザビリティの向上が課題とし

て浮き彫りになっている。コンテンツ・機能のさらなる充実と認知度向上により、保育者や学生に

とってより効果的な学びや業務支援の場となることが期待される。 

 

図 3-7 メタバース利用前後でどの程度変化があったか 

 

「今後もこのメタバースを継続して利用したいと思いますか」と尋ねたところ、「ぜひ利用したい」

２５．０％、「やや利用したい」４４．２％と合計すると約７０％近くが前向きに利用を継続したいと回

答している。「どちらともいえない」２５．０％、「あまり利用したくない」３．８％、「全く利用したくな

い」１．９％の回答は少数にとどまっている。全体としてはメタバースを「今後も使いたい」と感じて

いる層が約７割に上り、非常に高い利用意欲が示された。一方で、利用継続の判断が定まらない

ユーザーも一定数いるため、魅力的なコンテンツや分かりやすい操作の提供によって、この中間

層の利用意向を高めることが重要となる。 

1.9%

7.7%

7.7%

5.8%

11.5%

17.3%

48.1%

51.9%

57.7%

51.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

AIで保育に関する相談や日誌等の添削が

役に立った

保育者の魅力的な仕事のイメージが得られ

た

メタバース内の研修ビデオや資料を現職研

修として受講してみたいと思った

幼児教育・保育に関する知識が深まった

自身のキャリアアップやスキルアップのため

の情報収集に役立った

非常にそう思う そう思う どちらともいえない あまりそう思わない 全くそう思わない
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図 3-8 今後もこのメタバースを継続して利用したいと思いますか 

 

「これから保育者を目指している生徒や学生、他業種の人たちに、このメタバースを勧めたいと

思いますか」と尋ねたところ、「ぜひ勧めたい」３０．８％、「やや勧めたい」４２．３％、合計すると約

７３．１％が「勧めたい」という肯定的な姿勢を示している。「どちらともいえない」２３．１％と約４人

に１人は、まだ判断がつかず中立的な立場であった。「あまり勧めたくない」１．９％、「全く勧めたく

ない」１．９％と否定的な回答は合計でも４％弱いる。約７割以上のユーザーが「他の人にも勧め

たい」と考えており、メタバースに対して好意的な評価をしていることがわかる。一方、判断がつか

ずに保留する層にもアピールできるよう、操作性や内容のさらなる改善、メリットの明確化が今後

の課題と言えるだろう。 

 

図 3-9 これから保育者を目指している生徒や学生、他業種の人たちに、 

このメタバースを勧めたいと思いますか 

 

25.0%

44.2%

25.0%

3.9% 1.9%

ぜひ利用したい やや利用したい どちらともいえない

あまり利用したくない 全く利用したくない

30.8%

42.3%

23.1%

1.9% 1.9%

ぜひ勧めたい やや勧めたい どちらともいえない

あまり勧めたくない 全く勧めたくない



 

─35─ 

 

 

以上の結果から、メタバースを中心とした「職」の魅力向上と発信のプログラム成果と課題をま

とめると、次のとおりになる。 

 

【成果】 

• 利用者の約６割が初めて利用しており、新規体験としての魅力が高いと考えられる。 

• 約７割が「今後も使いたい」と回答し、継続意欲や好意的評価の高さがうかがえる。 

• 視覚的魅力や操作性が評価され、短時間でもアクセスしやすく何度も利用したくなる設計

が好評を得ている。 

• 約６割の利用者が保育に関する知識向上を実感し、研修ビデオや資料の活用によってキ

ャリアアップにつながる可能性が高い。 

 

【課題】 

• 初めて利用する人や「１０分未満」での利用者が多く、継続的・日常的な利用を促す仕組

みが求められる。 

• コミュニケーション機能の評価が低く、特にリアルタイム交流や掲示板の活性化が課題と

なっている。 

• ＡＩを活用した相談や添削機能の評価が低いため、精度や使いやすさの向上が不可欠で

ある。 

• 「どちらともいえない」と回答する層が一定数存在するため、コンテンツの拡充や分かりや

すさの追求を通じて利用意向を高める必要がある。 
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Ⅲ 事業全体のまとめ 

 

1 事業の成果 

９月に実施したイベントでは、多くの保育者や学生が参加し、「保育の魅力を再認識できた」

「職への誇りやモチベーションが高まった」といった声が数多く寄せられた。これにより、保育職に

対する関心が一層深まり、将来的な人材確保につながる効果が得られたと考えられる。また、現

職者同士が悩みや課題を共有・解決する機会が生まれたことで、離職を防ぎ、人材が定着する

可能性も示唆されている。 

さらに、保育者の仕事の魅力を具体的に伝えるコンテンツは、多くの利用者から高く評価され、

約６割以上が「保育のイメージが得られた」と回答している点も注目に値する。加えて、メタバー

スを活用したオンライン研修や資料によって知識が深まったと感じる利用者は約６割に上り、学

習ツールとしてのニーズが十分にあることがうかがえる。実際に、メタバース継続利用を希望し、

他の人にも勧めたいと回答した利用者が約７割にのぼっているため、新規参入者や他業種から

の転職希望者へも効果的にアプローチできる可能性が高いといえる。 

まず、基調講演と現職保育者１０名によるエピソード紹介を組み合わせたことで、実際の保育

現場をリアルに伝える具体的な体験談が共有された。これにより、保育職の魅力ややりがいを強

く発信し、参加者の意欲や関心を高めることに成功している。あわせて、ファシリテーターを配置

して行ったグループディスカッションでは、多様なキャリアや立場をもつ保育者たちが初対面でも

有意義に語り合える環境を整備し、保育の現場課題や魅力を深く共有する場として大きな成果

をあげた。 

さらに、幼稚園ＰＲコーナー「ようちえんで まってるよ」をはじめとした、視覚的に訴求力のある

コンテンツが多くの利用者に支持され、保育現場のリアルな魅力を伝えることに成功している点

も見逃せない。メタバースに関しては、研修動画や保育クイズなど学びの要素を盛り込むことで、

既存の保育者だけでなく、これから保育者を目指す人のキャリアアップやスキル獲得へのモチベ

ーションを高めている。 

また、アバターの選択や短時間でも楽しめる操作設計といった「気軽に参加できる仕組み」を

整えたことも大きな効果をもたらした。初めての利用者でもハードルを下げて参加できる工夫が

なされたことで、新規ユーザーが増え、より多くの人材に対して保育の魅力や学習の機会を効果

的に発信できたと考えられる。 
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２ 今後の課題と展望 

幼稚園教諭には保育士のような学費免除や一時金といった行政の優遇措置が設けられてい

ないため、人材確保の面でハンディとなっている実態が改めて参加者の声として確認された。こ

れは、幼稚園教諭の応募が期待ほど増えにくい要因の一つと推察される。また、男性保育者の参

入や活躍が十分に広がらない背景として、年度初めの保護者理解など現場での受け止め方にば

らつきがあることも示唆された。 

さらに、周辺幼稚園等からのＰＲ機会の設定など、自治体と連携したキャリア支援の一環として、

メタバース上での動画作成などを活用したＰＲの可能性を提示したが、多くの自治体や私立幼稚

園・こども園では既に人材派遣会社と契約し、人材の確保を進めている現状があり、人材の確保

が容易でない実情が改めてうかがえる。 

加えて、自治体が実施する潜在幼稚園教諭等の掘り起こし等の取組と連携した実践的な研修

の場では、ある町立のケースの場合、会計年度職員を対象に実践的な研修を行い、その際のア

ンケートから、潜在的な幼稚園教諭の掘り起こしにおいては若年層よりも子育てを終えた世代の

復帰が多いことが判明している。メタバースを利用した自主研修よりも、勤務時間内に研修を行

うことを求めているという意見も寄せられており、研修スタイルや時間帯への配慮が必要である

と考えられる。 

本年度のイベントは高い評価を得ているため、焦点を絞ったテーマの設定や、多様な参加者層

をさらに増やす工夫を取り入れた継続的な開催が、保育の魅力発信を一層強化する上で有効で

あると考えられる。また、徳島県教育委員会や他大学、協会との連携を強化し、県内外に広く周

知することで、保育職の魅力をより多くの人に伝えることが期待される。高校生向けと一般向け

の空間・機能を分離し、利用者のニーズに応じた設計を進めることや、ＡＩ相談の学習データを拡

充し、専門家が監修することで、回答精度と信頼性を高めることも重要である。 

加えて、定期的なイベント開催やコンテンツ更新によって利用率を高め、連携機関と協働する

場面をより増やしていくことが望ましい。こうした取り組みを通じてキャリア支援を充実させること

で、潜在的な幼稚園教諭等の人材発掘にも寄与すると考えられる。さらに、徳島県教育委員会

総合教育センターや徳島県私立幼稚園協会のホームページとリンクさせ、キャリアステージに応

じた研修コンテンツや、産休・育休後の現場復帰支援コンテンツを提供することも、今後の取り組

みとして大変有効である。なお、これらの連携については、すでに快諾を得ているため、積極的に

実施していきたい。  
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